
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校でいちばん「躍動」すべきは生徒会活動

だと考えます。生徒が自ら考え企画し実行し、

自分たちの生活を向上させる。学校ごとに特色

ある活動が展開されます。しかし少子化が進み、

放課後の子どもたちは多くの役を兼任し、大変

忙しくなりました。部活動、係活動、学習会…。

少しずつ活動が固定化し例年決まった活動を繰

り返すようになってきました。そんな中、野田

生中生徒会は様々な活動において、去年をなぞ

ることはせずに、また、新たな活動にも臆せず

取り組んでいます。 

２０日（金）に今まで「いじめ撲滅集会」と

して活動してきた行事を１歩前に進め、「生徒

会集会」として進化させたのです。いじめはや

めよう、という活動がいじめゼロの本校には物

足りなく、人間関係においてもっと本質に迫る

ため、「仲間のことを深く知る」ことをねらい

としました。これまで取り組んできたピア・サ

ポート活動を活用し、今の自分たちにできる、

自分たちにしかできない集会を作り上げまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回彼らの素晴らしい点は、 

 

１．「脚下照顧
きゃっかしょうこ

（足元を見て顧みること）」 

自分たちの現状を把握していること。 

２．自分たちで今必要なことを考え、実行に移

したこと。 

３．仲間を深く知ることを「楽しむ」活動で実

施したこと。 

 

この３点です。そして限られた短い時間の中

で準備をすすめました。当日朝に生徒会長に活

動の過程を伺うと、とても明るい笑顔で話すの

です。彼女の笑顔が仲間を深く知るときに皆を

照らすのだなと深く感動しました。 

 彼らの１歩は４月から９か月間もかけて身に

つけた力によるものです。生徒会３役が仕掛け

た大きな１歩に心から敬意を表します。 

 生徒たちが着実に成長していることを目の当

たりにして、あらためて保護者、地域の皆様の

ご支援に心より感謝申し上げます。 

 皆さま佳いお年をお迎えください。 
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学校教育目標   

知 自己を見つめ 自ら学ぶ  

徳 思いやりのある 豊かな心 

体 強い意志 たくましい体 
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予測困難？だからどうした！ 

～未来はワクワクするほど面白い～ 
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小学校の卒業文集に将来の夢は「パイロッ

ト」と書きました。中学校では「ロックスタ

ー」（結果は教員です）。高校～大学ではバ

ンドを組んで着実にロックスターへの道を歩

んでいました。ところがある日、これは仕事

にしてはいかん、と思い、なぜか寿司屋でバ

イト。そのまま働き続けて職人になろうかと

思い始めた矢先、横浜市教育委員会からオフ

ァーが来て臨時教員に。２年弱やりましたが

本採用の試験には落選。次は茶道の裏千家に

就職が決まりました。さぁ京都へ…と思いき

や記念受検した北海道教育委員会より合格の

知らせ。裏千家を断り、親類縁者が一人もい

ない北海道へ移り住み今年で３２年経ちまし

た。まさか自分が憧れの北海道に住むなどと

思いもよりませんでした。人生は本当に予測

できません。 

 

 生徒たちを待つのは「予測困難な未来」。

世の中がものすごいスピードで大きく変化す

ると言われています。「困難」なんて言われ

ると何だか不安になります。しかし横浜生ま

れの私が北海道で３０年も暮らすなんてこと

も、かなり予測困難なことです。そもそも予

測できないから未来なのです。 

 

 未来を心配するより、これまでの歩みから

学び、先を見通すこと。そこで大事なことは

「ワクワクすること」だと思っています。今 

 

学校では令和８年度に向けて、令和７年度に

学んでいます。生徒たちにも話しましたが、

「反省」はどうしてもマイナス面にばかり目

が向いてしまいます。でも見方や視点を変え

るとマイナスだと思ったことも実はプラスで

あったりします。この「プラス」を探し出す

ことが実は本当の「反省」なのだと思うので

す。 

例えば… 

〇「勉強中に寝てしまった」と反省。 

でも、睡眠を取ったら翌朝の集中力が上が

って、問題の解き方をひらめいた。 

〇「自分の部屋で集中できずにリビングで勉

強したら予定より進まなかった」と反省。 

でも騒がしい場所でも集中できるようにな

ったと気付いた。 

 

プラスが増えると未来の見方が変わります。 

（修学旅行の前日のように） これが「ワク

ワク」の素になり、大きな一歩が踏み出せま

す。どうせなら面白がって未来を睨
にら

んでやり

たいものです。…こんなことを年の瀬に考え

ました。 

 

学校の一年の終わりは３月です。残りの日

々をやり残しのないように励みます。でもそ

の前に生徒たちも先生たちもお正月をゆっく

り過ごしてほしいと願っています。日本の文

化ですから。 

本年賜りましたすべてのご支援に心より感

謝申し上げます。皆様どうぞ佳いお年をお迎

えください。 



  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 主な行事 

1 木 元日 学校閉庁日 冬季休業（～１３日） 

2 金 学校閉庁日 

3 土 学校閉庁日 

4 日  

5 月  

6 火  

7 水  

8 木  

9 金  

10 土  

11 日  

12 月 成人の日 

13 火 学習会 8:30～9:30 

14 水 冬休み明け集会（給食あり） 職員会議 

15 木 移動図書 

16 金 英語検定 

17 土  

18 日  

19 月  

20 火 新入生保護者説明会・小学６年生体験入学 

21 水 専門委員会 

22 木 １・２年生性教育授業 中央委員会 

23 金 １・２年生スキー学習（１～４時間目） 

24 土  

25 日  

26 月  

27 火 情報モラル教室 

28 水  

29 木 １・２年生 CRT 検査 

30 金 １・２年生スキー学習（１～４時間目） 

31 土  

１月の主な行事予定 

クロームブックが新しく 

 

受験生へ２つのお守り 

貫通石の入ったお守りの贈呈 

１２月１１日（木）の放課後に、３年生に

２つのお守りを渡しました。 

１つは「貫通石」のお守りです。北海道新

幹線の工事を担当する鉄道・運輸機構から届

きました。お守りには、八雲町内のトンネル

が貫通した時の岩の一部が入っています。固

い岩盤を少しずつ掘削して、ついに貫通して

突破をした、その時の石です。難工事を乗り

切ったことが入試と関連付けられ、縁起が良

いとされます。 

１２月１８日（木）に八雲町から新しいクロ

ームブックが貸与されました。節目として全校

集会を開き、生徒代表の○○生徒会長に、校長

先生からクロームブックを渡しました。 

その後、クロームブックの使い方について担

当の○○先生が説明をしました。今後も、責任

をもって使用するように指導を続けます。 

松江市（旧八雲村）のお守りの贈呈 

もう１つのお守りは、島根県松江市（旧八

雲村）から届きました。出雲民芸紙をラミネ

ートした栞に、神事で使われる麻が結ばれて

います。さらに、熊野大社で祈念をしたそう

です。八雲町と旧八雲村では、中学生を相互

受け入れる事業が続いています。その縁で、

町内の中学３年生全員に届けられました。栞

には「君たちは、やくもの宝だ！」と書かれ

ています。 

高校入試に向けてがんばる３年生を応援し

てくれる大人がたくさんいます。応援を励み

にして、入試に向けた学習や面接練習に、さ

らに力を入れてほしいと思います。 


